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本 資料 は Science Based Targets Initiative に よる 原題 「SBTI CORPORATE NET-ZERO 


STANDARD CRITERIA Version1 October 2021」 の 第 7 章 、 第 8 章 を CDP ジャ パン が 仮 訳し た も 
の で す 。 日 本 語 版 と 英語 版 で 内 容 に 相違 が 生じ て いる 場合 に は 、 英 語 版 の 内 容 が 優先 し ます 。 
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ネッ ト ゼ ロ 企 業 基準 要件 


バー ジョ ン 1.0 | 2021 年 10 月 


ネッ ト ゼ ロ 基 準 要件 の 背景 


ネッ ト ゼ ロ 基 準 は 、 ネ ッ ト ゼ ロ 専 門 家 論 問 グル ー プ と の 協力 の も と 、 幅 広い ステ ー ク ホル ダー と の 協 
議 を 経て 策定 され まし た 。 ネッ ト ゼ ロ 基 準 は 、 ネ ッ ト ゼ ロ 目 標 が SBTi に よっ て 認定 され る た め に 満 
た され な けれ ば な ら な いす べ て の 要件 を 含ん で いま す 。 本 文書 に は 、 透 明 性 と ベス トブ プ ラク ティス の 
た め に 重要 で ある が 、 必 須 で は な い 推 奨 事項 も 含ま れ て いま す 。 


本 文書 に は 、 科 学 に 基づく 短期 目標 を 設定 する た め の す べ て の 要件 が 含ま れ て いま す が 、 企 業 が 
科学 に 基づく 短期 目標 を 設定 する 際 に は 、SBTi 要件 (英語 版 ・ 日 本 語 版 バー ジョ ン 5.0) を 第 一 の 
参考 資料 と し て 参照 し て くだ さい 。 SBTi 要件 文書 に は 、 本 文書 に 含ま れ て いな い 短 期 目 標 に 関す 
る 追加 の 推奨 事項 が 含ま れ て いる 場合 が あり ます 。 短 期 の 要件 と 推奨 事項 は 、SBTi が 毎年 行う 企 
業 要 件 の 更新 に 従う こと に 留意 する 必要 が あり ます 。 


この 要件 は 、 金 融 機関 や 中 小 企業 に 分 類 さ れ な い 企 業 の み に 適 用 され ます 。 金融 機関 は 、 金 融 機 
関 向け の SBTi ガイ ダン ス と 要件 を (英語 版 ・ 日 本 語 版 2021.10 バー ジョ ン ) 用 いて 目標 を 設定 する 


こと が で きま す 。 中 小 企業 は 、 簡素 化 さ れ た プロ セス を 利用 し て 、 気 候 科学 に 沿っ た 目標 を 設定 し て 
くだ さい 。 

また 、 企業 は GHG プロ トコ ル 企 業 基準 , スコ ー プ 2 ガイ ダン ス , 企業 バリ ュー チェ ー ン (スコ ー プ 3) 
算定 報告 基準 に 必ず 従わ な けれ ば な り ま せん (must)。 


目標 審査 プロ トコ ル に は 、 目 標 を 評価 し 、 要件 に 適合 し て いる か どう か を 判断 する た め の 基 本 的 な 
原則 、 プ ロ セ ス 、 お よび 要件 を 記載 し て いま す 。 ". SBTi は 、 企 業 が 目標 を 策定 する 前 に 、SBTi 要 
件 へ の 適合 ・ 不 適合 の 詳細 を 記載 し た 目標 審査 プロ トコ ル を 確認 する こと を 強く 推奨 し ます 。 








免責 事項 


SBTi は 、 最 新 の 要件 や 推奨 事項 を 企業 に 提供 する よう 努め て いま す が 、 最 新 の 排出 シナ リオ 、 パ 
ー ト ナー 組織 の 方 針 、 温 室 効果 ガス の 算定 慣習 を 反映 させ る た め 、 必 要 に 応じ て 調整 を 行う 権利 
を 有 し ます 。 


また 、 目標 の 審査 過程 で 誤っ た 情報 が 伝達 され た こと が 明らか に な り 、 そ の 結果 、 評 価 中 に 存在 し 
た 基準 の いずれ か が 満た され な か っ た 場合 や 、 目 標 の 認定 後 の 要件 (目標 の 進捗 状況 の 報告 や 
再 計算 な ど ) が 尊重 され な か っ た 場合 、SBT イニ シア チ ブ は 認定 され た 目標 の 審査 結果 を 撤回 する 
権利 を 有 し ます 。 





1 目標 審査 プロ トコ ル に つい て は 、 現 在 で は 短期 SBT の み に つ いて 適用 され ます が 、、 今 後 ネ ッ ト ゼロ 目標 を 含む 形 に 数 カ 
月 中 に 更新 予定 で す 。 
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特に 記載 の な い 限 り (特定 の セク ショ ン を 含め て ) 、 全 要件 は スコ ー プ 1, 2, 3 に 適用 され ます 。 
用 語 に つい て 

本 文書 で は 、 ネ ッ ト ゼ ロ 基 準 に 整合 する た め に 、 企 業 が 遵守 する 必要 の ある (must) 要 件 (criteria)、 
そし て 企業 が 遵守 すべ き 推 奨 事 項 (recommendations) を 説明 し て いま す 。 本 文書 で は 、 必 須 条 件 
(requirements)、 推奨 条件 (recommendation)、 可能 な 選択 肢 (allowable options) に つい て 、 以 下 


の 通り 、 正 確 な 表現 を 使っ て いま す 。 


e 本 文書 で は 、 目 標 が 要件 (criteria) に 適合 する た め に 必須 (required) で ある こと を 示す 場合 、 
「shall」 ま た は 「must」 と いう 用 語 を 使用 し て いま す 。 

e 「should」 と いう 言葉 は 、 推 奨 事項 を 示す た め に 使わ れ ま す が 、 必 須 の 条件 で は あり ませ ん 。 

e 「may」 と いう 言葉 は 、 許 容 で きる 選択 で ある こと を 示す た め に 使わ れ ま す 。 


本 ガイ ダン ス で は 、" 必 須 (required) "また は "必ず し な けれ ば な ら な い (must) "と いう 用 語 は 、 必 須 
の 要件 を 意味 し ます 。 "でき ます (Can) "や "推奨 し ます (is encouraged)" は 、 必 須 要 件 の 実施 に 関 
わる 推奨 事項 を 示す た め に 使用 する こと が で き 、" で き な い (cannot)" は 行動 が 不可 能 な 場合 を 示 
す た め に 使用 され る こと が あり ます 。 


(訳注 ) 必 須 条 件 が 日 本 語 内 で 明確 に な る よう に 、 本 日 本 語 訳 内 で は 、 必 須 の 場合 、 つ まり 、shall、 
must、required を 使っ て いる 場合 、 使っ て いる 語句 を 文中 ・ 文 末 に 入れ て いま す 。 


要件 と 推奨 事項 


目標 の バウ ンダ リ ( 対 象 範囲) 


組織 の バウ ンダ リ ( 対 象 範囲 ) 


C1 一 組織 の バウ ンダ リ : 企業 は 、 子 会 社 レ ベル で は な く 、 親会社 また は グル ー プ レベ ル に て 目標 
を 提出 する こと を 推奨 し ます 。 親会社 は 、 上 記 の バウ ンダ リ 要 件 に 従っ て 、 す べ て の 子会社 の 排出 
量 を 目標 提出 に 含め な けれ ば な り ま せん (must)。 親会社 と 子会社 の 両方 が 目標 を 提出 する 場合 、 
親会社 の 目標 値 に は 、 選 択 し た イン ベン トリ 連結 アプ ロー チ に お いて 子会社 が 親会社 の 排出 量 バ 
ウン ダリ に 含ま れる 場合 は 、 子 会 社 の 排出 量 も 含め る 必要 が あり ます (must) <。 


R1 - 組織 バウ ンダ リ ( 範 囲 ) の 設定 : SBTI は 、GHG プロ トコ ル 企 業 基準 で 定義 され て いる 企業 の 組 
織 バ ウン ダリ が 、 企業 の 財務 会 計 ・ 報 告 プ ロ セ ス に て 使用 され て いる 組織 バウ ンダ リ と 一 致し て い 
る こと を 強く 推奨 し て いま す 。 








2 本 要件 は 子会社 の み に 適 用 され ます 。 ブラ ンド 、 ラ イセ ンス 、 そし て / ま た は 企業 の 特定 の 地域 や 事業 部 に つい て は 、 親 
会 社 が 選択 し た 連結 アプ ロー チ か ら 外 れ て し まう 場合 で な い 限 り 、 個別 の 目標 は 認め られ ませ ん 。 
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GHG カバ ーー 範囲 


C2 一 温室 効果 ガス : 目標 に は 、GHG プロ トコ ル 企 業 基準 に て 要求 され て いる (required) よ うに 、 す 
べ て の 関連 する GHG を カバ ー し な けれ ば な り ま せん (must)。 


スコ ー プ カバ ー 範 囲 


C3 一 スコ ー プ 1 と スコ ー プ 2: 目標 は 、GHG プロ トコ ル 企 業 基準 で 定義 され て いる よう に 、 全社 的 
な スコ ー プ 1 お よび スコ ー プ 2 の 排出 量 を カバ ー す る も の で な けれ ば な り ま せん (must)。 


C4 一 スコ ー プ 3: 企業 の 関連 する スコ ー プ 3 排出 が 、 ス コー プ 1, 2, 3 の 合計 の 40% 以上 で ある 
場合 、 短 期 SBT に は スコ ー プ 3 目標 が 含ま れる こと は 必須 で す (must)。 天然 ガス や その 他 化 石 燃 
料 の 販売 や 配送 に 関わ っ て いる 全 企業 は 、 販 売 し た 製品 由来 の スコ ー プ 3 目標 に つい て 、 ス コー 
プ 1, 2, 3 合計 に 占め る これ ら の 排出 の 割合 の 大 き さ に 関わ ら ず 、 設 定 し な けれ ば な り ま せん 
(shall)。 すべ て の 企業 は 、 長期 SBT 目標 に 、 関 連 す る すべ て の スコ ー プ 3 カテ ゴリ ー か ら の 排出 
量 を 必ず 含め な く て は な り ま せん (shall)。 


排出 バー 範囲 


C5 一 スコ ー プ 1・2 の 重要 度 の 半 値 (significance thresholds): 企業 は 、 イ ン ベ ン トリ (排出 量 算定 ) 
と 目標 の バウ ンダ リ に つい て 、 ス コー プ 1 と 2 の 合算 値 の 5% を 上 限 と し て 、 除 外す る こと が で きま 
す “。 

C6 一 短期 SBT の スコ ー プ 3 排出 カバ ー 範 囲 : 企業 は 、GHG プロ トコ ル 企 業 バ リュ ー チ ェ ー ン ( ス 
コー プ 3) 算 定 報告 基準 に 基づい て 、 そ れ ぞ れ の スコ ー プ 3 カテ ゴリ ー の 最小 限 バ ウン ダリ を 対象 
に 、 合 計 で 3 分 の 2 以上 (67%) を カバ ー す る 1 つ 以 上 の 排出 削減 目標 、 そ し て / ま た は サプライ ヤ 
ー/ 顧 客 エ ン ゲ ー ジ メン ト 目 標 を 設定 し な けれ ば な り ま せん (must)。 


C7 一 長期 SBT の スコ ー プ 3 排出 カバ ー 範 囲 : 長期 SBT 目標 の バウ ンダ リ は 、 ス コー プ 3 の 総 
排出 量 の 少な く と も 909%% を 必ず カバ ー し な けれ ば な り ま せん (shall)。 GHG イン ベン トリ と 目標 の バ 
ウン ダリ に お ける 除外 項目 は 、 ス コー プ 3 の 総 排出 量 の 109%% を 超え て は な り ま せん (must not)。 


R2 一 任意 の スコ ー プ 3 排出 を 対象 と する 目標 : スコ ー プ 3 の 最小 限 バ ウン ダリ の 対象 と は な ら な 
い ス コー プ 3 排出 を 削減 する 目標 に つい て は 、 必 須 で は あり ませ ん (not required) が 、 排 出 量 が 多 
い 場 合 は 設定 を 推奨 し ます 。 企業 は 、 こ うい っ た 排出 に つい て スコ ー プ 3 目標 の 対象 と する こと が 
で きま す が 、 そ うい っ た 目標 は スコ ー プ 3 に つい て 定義 し た C6、C7 に て 定義 し て いる 周 値 に は 含 
むこ と が で きま せん (つま り 、 こ うい っ た 目標 は 企業 の スコ ー プ 3 目標 の 上 に 追加 的 に 設定 する も の 





3 企業 の スコ ー プ 1 また は 2 の 排出 量 が 重要 で な いと 判断 され る 場合 (これ は 、 ス コー プ 1 と 2 の 合計 排出 量 の 5% 未 満 で 
ある 場合 ) 、 企 業 は スコ ー プ 1 と 2 の 合計 排出 量 の 95% 以 上 を カバ ー す る スコ ー プ (スコ ー プ 1 また は スコ ー プ 2 の いずれ 
か ) の み で SBT を 設定 する こと が で きま す 。 企業 は 、GHG プロ トコ ル の 完全 性 の 原則 に 従っ て 、 両 方 の スコ ー プ に つい て 
報告 を 続け 、 必 要 に 応じ て 目標 を 調整 し な けれ ば な り ま せん (must)。 
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で す ) 。 参考 と し て 、 使用 段階 の 直接 ・ 間 接 排出 を 発生 させ る 製品 の リス ト に つい て は 、GHG プロ ト 
コル スコ ー ブ プ 3 基準 の 48 ペー ジ 、 そし て 目標 審査 プロ トコ ル を 参照 くだ さい 。 


手法 の 有効 性 (短期 と 長期 の 目標 ) 


C8 一 手法 の 有効 性 : 目標 は SBTI に よっ て 認定 され た 最新 の 手法 と ツー ル を 用 いて モデ ル 化 し な 
く < て は な り ま せん (must)。 前 の バー ジョ ン の 手法 や ツー ル を 用 いて モデ ル 化 され た 目標 に つい て は 、 
更新 され た 手法 や 該当 する セク ター 固有 の ツー ル が 発表 され て 以後 、6 カ月 以内 の み 提 出す る こと 
が で きま す 。 


排出 算定 の 必要 条件 


C9 一 スコ ー プ 2 算定 アプ ロー チ : 企業 は 、GHG プロ トコ ルス コー プ 2 ガイ ダン ス に 従っ て 、 基 準 年 
排出 量 算定 、 そ し て 科学 に 基づく 目標 (SBT) に 対す る 実績 を 追跡 する た め に 、 ロ ケー ショ ン 基 準 、 ま 
た は マー ケッ ト 基 準 を 用 いて 算定 し て いる の か を 開示 する こと が 必須 で す (shall)。GHG プロ トコ ル 
で は 、 両 方 の アプ ロー チ を 用 いて スコ ー プ 2 排出 量 を 測定 ・ 報 告 す る こと を 要求 し (てい ます 。 し か し 
な が ら 、SBT の 設定 と 進捗 の 追跡 に つい て は 、 単 一 の 一 貫 す る アプ ロー チ を 用 いる こと が 必須 で す 
(shall)。( 例 えば 、 目標 設定 と 進捗 追跡 の 両方 に ロケ ーション 基準 を 用 いる 、 と いっ た も の で す 。) 
C10 - スコ ー プ 3 スク リー ニン ゲ グ (概算): 企業 は 、GHG プロ トコ ル 企 業 バ リュ ー チ ェ ー ン (スコ ー プ 
3) 算 定 報告 基準 に 従い 、 そ れ ぞ れ の スコ ー プ 3 カテ ゴリ に つい て 最小 限 バ ウン ダリ と し て 示さ れ て 
いる すべ て の 排出 源 に つい て の 総 ス コー プ 3 排出 量 を カバ ー す る イン ベン トリ (排出 量 算定 ) を 必ず 
完成 させ な く て は な り ま せん (must) ^.。 


C11 一 バイ オ ( 生 物 起源 ) エ ネル ギー 算定 : バイ オ エ ネル ギー の 燃焼 、 加 工 、 流 通 段 階 で の CO2 
排出 量 、 そ し て バイ オ エ ネル ギー 原料 に 関連 する 土地 利用 か ら の 排出 や 除去 ? に つい て は 、 企 業 
の GHG イン ベン トリ と 分 け て 報告 する こと が 必須 で す (shall)。 さ ら に 、 バ イオ エネ ルギー の 燃焼 、 
加工 、 流 通 段 階 で の CO2 排出 量 、 そ し て バイ オ エ ネル ギー 原料 に 関連 する 土地 利用 か ら の 排出 
や 除去 に つい て は 、( 該 当 す る 場合 、 ス コー プ 1, 2、 そ し て / ま た は スコ ー プ 3 に つい て )SBT を 設定 
する 際 の 目標 バウ ンダ リ 、 そ し て 目標 の 進捗 を 報告 する 際 の バウ ンダ リ に 含め る こと が 必須 で す 
(shall)。 


土地 関連 排出 量 の 算定 に つい て は 、 直接 的 な 土地 利用 変化 (LUC, land use change) に よる 
CO2 排出 量 と 、 土 地 利用 管理 か ら の N2O と CH4 排出 を 含む 非 LUC 排出 を 含む こと が 必須 で す 
(shall) 。 間接 的 な 土地 利用 変化 に 関連 する 排出 を 含め る こと は 、 任 意 で す 。 


企業 は バイ オ エ ネル ギー 算定 に つい て の 追加 の GHG プロ トコ ル ガ イ ダン ス が 公表 され た 場合 、 
C11 へ の 遵守 を 維持 する べく 、 こ れ に 従う こと が 期待 され て いま す 。 








4 スコ ー プ 3 カテ ゴリ ー の 最小 限 バ ウン ダリ と 最小 限 バ ウン ダリ か ら 外 れ た 排出 源 の 定義 に つい て は 、 企 業 バ リュ ー チ ェ ー 
ン ( ス コー プ 3) 算 定 報 告 基準 の 表 5.4(35 ペー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 

5 生物 由来 の 除去 に よる ゼロ 排出 を 超え た プラ ス の 影響 に つい て は 、 企 業 の 目標 策定 や SBT へ の 進捗 と し て 計上 し て は 
な り ま せん (shall not) 。 ま た 、 バ イオ エネ ルギー 原料 の 生産 に 直接 関連 し な い 除 去 に つい て は 、SBT の 進捗 や 企業 の 
GHG イン ベン トリ に お ける ネッ ト ( 差 し 引き ) 排 出 量 と し て 計上 する こと は 認め られ ませ ん 。 
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C12 一 炭素 クレ ジッ ト : 炭素 クレ ジッ ト の 使用 に つい て は 、 企 業 の 短期 SBT 目標 の 達成 に 向け た 
排出 削減 量 と し て カウ ント し て は な り ま せん (must not)。 炭素 クレ ジッ ト は 、 残留 排出 量 を 中 和 す る 
た め の 選 択 肢 (C28 参照 ) 、 ま た は SBT 目標 を 超え る 追加 的 な 気候 変動 緩和 の た め の 資 金 提供 
(R10 参照 ) と し て の み 、 考 慮 する こと が で きま す 。 


C13 一 削減 貢献 量 (Avoided emissions): 削減 貢献 量 は 、 企 業 の イン ベン トリ と は 別 の 算定 シス テ 
ム の 下 に あり 、 短期 SBT 目標 ・ 長 期 SBT 目標 に は カウ ント され ませ ん 。 


R4 - バイ オ 燃 料 の 認証 : SBTi は 、 輸 送 用 の バイ オ 燃 料 を 使用 また は 生産 し て いる 企業 に つい て 
は 、 土 地 関 連 の 排出 量 と 除去 量 が 該当 する バイ オ 燃 料 生 産 の も の で ある こと を 開示 する 際 に 、 バ イ 
オ エ ネル ギー の GHG 算定 に つい て 公認 の バイ オ 燃 料 認証 に よっ て 裏付け る こと を 推奨 し ます 。 


R5 一 バイ オ エ ネル ギー デー タ の 報告 : SBTi は 、 企業 が 直接 的 な 生物 由来 CO2 排出 量 と 除去 量 
に つい て 、 そ れ ぞ れ 別 に 報告 する こと を 推奨 し て いま す 。 バイ オ エ ネル ギー に 関わ る CO2 の 排出 

量 と 除去 量 に つい て は 、C11 要件 に 基づく と 最低 限 で も ネッ ト ( 差 し 引き 後 ) 排出 量 に て 報告 する こ 
と が 必須 (shal) で す が 、 バ イオ エネ ルギー 原料 か ら の 総 排出 量 と 総 除去 量 に つい て も 別々 に 報告 
する こと が 推奨 され て いま す 。 


ネッ ト ゼ ロ 目 標 の 策定 
ネッ ト ゼ ロ の 定義 


C14 一 ネッ ト ゼ ロ 排 出 の 状態 : 企業 は 、 ネ ッ ト ゼ ロ 排 出 を 達成 する た め に 、 1 つ 以 上 の 目標 を 設定 
し な けれ ば な り ま せん (shall)。 それ ら の 目標 に つい て は 、 以下 の 通り で す 。 (a) スコ ー プ 1、2、3 の 
排出 量 を ゼロ に する か 、 も し く は 適格 な 1.55C と シナ リオ また は セク ター 軌道 に お いて グロ ー バ ル ま た 
は セク ター レベ ル で の ネッ ト ゼ ロロ 排出 達 成 と 整合 する 残余 排出 量 水 準 に まで 削減 する こと 、(b) ネッ 
ト ゼ ロ 目 標 の 時 点 に お ける 残余 排出 量 お よび それ 以降 に 大 気 中 に 放出 され る すべ て の GHG 排出 
量 を 中 和 す る こと 。 


構造 


C15 一 ネッ ト ゼ ロ 目 標 の 構造 : 10 年 以上 先 に ネッ ト ゼ ロ 排 出 の 達成 を 目指 す 企 業 は 、 本 基準 に 記 
載 さ れ て いる 要件 や 推奨 事項 に 従っ て 、 短 期 SBT と 長期 SBT の 両方 の 排出 削減 目標 を 設定 し な 
けれ ば な り ま せん (shall)。 短期 SBT 目標 が 長期 SBT 目標 の 水準 要件 を 満た し て いる 場合 、 長 期 
SBT 目標 は 必要 あり ませ ん 。 


時 間 軸 


C16 一 基準 年 企業 は 、 長 期 SBT と 短期 SBT に 同じ 基準 年 を 使用 に な けれ ば な り ま せん (shall)。 
基準 年 は 2015 年 以降 で ある 必要 が あり ます (mus1)。 ?. 


C17 一 目標 年 : 短期 SBT 目標 は 、 目標 が 正式 な 審査 の た め に SBTi に 提出 され た 日 か ら 最短 で 
5 年 、 最 長 で 10 年 まで の 間 を カバ ー す る も の で な く て は な り ま せん (must)。 長期 SBT 目標 は 、 目 
標 年 が 2050 年 以前 で ある こと が 必須 で す (shall)。2050 年 より 前 に ネッ ト ゼ ロ に 到達 する セク ター 








6 2022 年 前 半 に 正式 な 審査 の た め に 提出 され た 目標 の 場合 、 有 効 な 目標 年 は 2026 年 か ら 2031 年 まで と な り ま す 。 
2022 年 後半 に 提出 され た 目標 の 場合 、 有 効 な 目標 年 は 2027 年 か ら 2032 年 まで と な り ま す 。 


5 
SBTi 企業 ネッ ト ゼ ロ 基 準 バー ジョ ン 1.0 | 2021 年 10 月 


介 ) sciencebasedtargets.org YW ⑧ScienceTargets 岡 /science-based-targets 回 info@sciencebasedtargets.ordg 


Partner organizations 
SCIENCE 上 


BASED トト と @ Uni , 2 2, WORLD の @ 
外人 nited Nations ペペ 6 
TARGETS や CDP レグ Global Compact SX 
WWF 


DRIVING AMBITIOUS CORPORATE CLIMATE ACTION 


( 例 : 発 電 ) の 企業 の 場合 、 関 連 す る 活動 を 対象 と する 長期 SBT は 、 適 格 な 1.5*C 軌道 に お ける そ 
の セク ター の ネッ ト ゼ ロ の 年 以前 の 目標 年 を 持た な けれ ば な り ま せん (must1)。 


C18 一 これ まで の 進捗: 短期 SBT に つい て 、 最 低 限 の 将来 的 な (forward-looking) 目 標 水準 は 、 
直近 年 か ら 2050 年 まで の 間 に 、 直 線 的 な 総量 削減 、 直 線 的 な 原 単 位 削減 、 ま た は 原 単位 が 収束 
する (そし て 総量 排出 量 や 原 単位 排出 量 が 増加 し な い ) こ と を 想定 し 、 遅 く と も 2050 年 に ネッ ト ・ ゼ 
ロ に 達する こと と 整合 し て いま す 。 7. 


(訳注 :SBTi に よる SBT の 審査 で は 、 基 準 年 か ら 目 標 年 、 そ し て 最新 年 か ら 目 標 年 の 両方 に つい 
て の 削減 率 を 審査 し ます 。 ) 


R6 一 整合 性 : 企業 は 全て の 短期 目標 に つい て 、 同 じ ラ 基準 年 を 用 いる こと が 推奨 され て いま す 。 


目標 水準 


スコ ー プ 1 と 2 の 短期 と 長期 の 目標 

C19 一 スコ ー プ 1 と 2 の 削減 目標 の 水準 : 少な く と も 、 スコープ 1 と 2 の 目標 は 、 産 業 革命 前 と 比 
べ て 世界 の 気温 上 昇 を 1.5C 以 内 に 抑え る た め に 必要 な 脱 炭 素 化 水 準 と 整合 し た も の で ある こと 
が 必須 で す (must)。 本 要件 は 短期 ・ 長 期 両方 の 目標 に 適用 され ます 。 


C20 一 総量 目標 : スコ ー プ 1 と スコ ー プ 2 の 総量 目標 は 、 少 な く と も 1.5C の 目標 と 整合 する 排出 
シナ リオ の 認定 され た 幅 の 最小 値 (訳注 : シ ナリ オ 幅 の うち 排出 量 が 小さ い 方 の 値 ) 、 ま た は 関連 す 
る セク ター 別 の 1.5 で 総量 軌道 (長期 目標 の み ) と 整合 する 場合 に つい て の み 、 認 定 さ れ ま す 。 


C21 一 原 単位 目標 : スコ ー プ 1・2 排出 の 原 単位 目標 に つい て は 、 企 業 の 事業 活動 に 適用 可能 な 
承認 され た セク ター 別 の 1.5 で 軌道 を 使っ て モデ ル 化 され た 場合 の み 有 効 で す 。 


ズ コ ー プ 3 存 共 と 胡 間 の 奄 閥 

C22 一 スコ ー プ 3 排出 削減 目標 の 水準 : 少な く と も 、( バ リュ ー チ ェ ー ン 全体 な いし は 個別 スコ ー プ 
3 カテ ゴリ 群 を 対象 と する ) ス コー プ 3 の 短期 目標 に つい て は 、 産 業 革命 前 と 比べ て 気温 上 昇 を 2 で 
より 十分 低く 抑え る た め に 必要 な 脱 炭 素 化 水準 に 基づく 手法 に 沿う こと が 必須 で す (must)。 長 期 の 
スコ ー プ 3 目標 に つい て は 、 最 低 限 の 削減 水準 は 1.5 で 相当 に 強化 され て いま す 。 


C23 - サプライ ヤー また は 顧客 エン ゲー ジメント 目標 : 企業 の サプライ ヤー や 顧客 が 科学 に 基づく 
排出 削減 目標 を 設定 する こと を 促進 する 短期 目標 に つい て は 、 以下 の 条件 を 満た す 場合 、SBTi 要 
件 に 準拠 し ます : 
e バウ ンダ リ ( 範 囲 ): 企業 は 、 上 流 ま た は 下流 の 関連 し て いて 確実 性 の ある カテ ゴリ に つい て 、 
エン ゲー ジメント 目標 を 設定 する こと が で きま す 。 





7 2022 年 に 審査 の た め に 提出 され る 目標 に つい て は 、 提 出す る 最新 の イン ベン トリ デー タ は 古く て も 2019 年 、 な いし は そ 
れ 以 降 の も の で な けれ ば な り ま せん (must)。 これ まで SBTi で は 、 有効 な 最新 年 の イン ベン トリ と し て は 2 年 前 以降 の も の 
し か 認め て いま せん で し た が 、COVID-19 パン デミ ッ ク の 影響 で 、SBTi は 2022 年 に は 、2019 年 の イン ベン トリ を 受け 入 
れる こと に な り ま し た 。 
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e 記述 : 企業 は 目標 の 記述 に お いて 、 エ ン ゲ ー ジ メン ト 目 標 の 対象 が 、 関 連 す る 上 流 そ し て / ま 
た は 下流 の カテ ゴリ か ら の 排出 量 の 何 % を カバ ー し て いる か 、 ま た は 、 そ の 情報 が な い 場 合 、 
年 間 調 達 金額 の 何 % を カバ ー し て いる か に つい て 、 情 報 を 必ず 記載 し な く て は な り ま せん 
(shall) 。 8 

e 時 間 軸 : 企業 の エン ゲー ジメント 目標 は 、 企 業 が 目標 を 正式 審査 の た め に SBTi に 提出 し た 
日 付か ら 、 最 長 で も 5 年 以内 に 達成 する も の で ある こと が 必須 で す (must)。? 

e 目標 水準 : 企業 の サプライ ヤー/ 顧 客 は SBTi の 提供 する 資料 に 沿っ た 科学 に 基づく 排出 削 
減 目標 を 有する こと が 必須 で す (shall)。 


C24 - 総量 目標 (スコ ー プ 3): ス コー プ 3 の 総量 目標 は 、 少 な く と も 、 産業 革命 前 と 比べ て 世界 の 気 
温 上 昇 を 、 短 期 の 場合 は 2 て より 十分 低い シナ リオ の 幅 の 下限 値 と 、 長 期 の 場合 は 1.5C の シナ リ 
オ の 幅 の 下限 値 と 同等 の 水準 で ある 場合 また は 該当 する 1.5C て の セク ター 別 総量 軌道 と 整合 する 
場合 に 認定 され ます 。 


C25 - 原 単位 目標 (スコ ー プ 3): スコ ー プ 3 の 原 単 位 目 標 は 、 企 業 の 事業 活動 に 適合 する 場合 は 
承認 され た セク ター 別物 理 的 原 単位 、 ま た は 認め られ た 物理 的 原 単 位 ア プロ ー チ 、 な いし は 経済 的 
原 単位 アプ ロー チ を 用 いて モデ ル 化 され た 場合 に 認定 され ます 。 これ は 、 短 期 SBT、 長 期 SBT の 
両方 に 当て は まり ます 。 スコ ー プ 3 の 上 流 カ テ ゴ リ に つい て の 原 単位 目標 に つい て は 、 セ クタ ー 別 
ガイ ダン ス に て 指定 が ある 場合 、 供給 側 と 需要 側 の 両方 の 緩和 (削減 ) 策 を 反映 し な けれ ば な り ま 
せん (must)。 


R7 - サプライ ヤー エン ゲー ジメント : 企業 は 、 サ プラ イヤ ー が 科学 に 基づく 目標 を 設定 する 際 に 、 
SBTi ガイ ダン ス や ツー ル を 用 いる こと を 推奨 する 必要 が あり ます 。 サプライ ヤー の 科学 に 基づく 目 
標 に つい て SBTi の 審査 を 受け る こと は 推奨 され ます が 、 必 須 で は あり ませ ん (not required)。 中 小 
企業 (SMEs) に 分 類 さ れる サプライ ヤー に つい て は 、SME 向け に 簡素 化 さ れ た ルー ト に よっ て 目標 
を 提出 する こと が 推奨 され て いま す 。 


統合 目標 (短期 と 長期 の 目標 ) 


C26 一 統合 スコ ー プ 目標 : スコ ー ブ を 統合 し た 目標 (例え ば 、 1+2 や 1+2+3) に つい て は 、SBTi が 
それ ぞ れ の 目標 要素 を レビ ュー する こと が で き 、 か つ そ れ ぞ れ の 目標 要素 が 該当 する 目標 水準 要 
件 を 満た す 場 合 、 設 定 す る こと が 可能 で す 。 


再 エ ネ 電 力 目標 (短期 と 長期 の 目標 ) 


C27 一 再 エ ネ 電 有力: 1.5 て シナ リオ と 整合 する 比率 で 積極 的 に 再 エ ネ 電 力 を 調達 する 目標 に つい 
て は 、 ス コー プ 2 排出 削減 目標 の 代替 と し て 認め られ ます 。SBTi は 、 本 アプ ロー チ に つい て 、 
RE100 の 推奨 と 整合 すべ く 、2025 年 まで に 再 エ ネ 調 達 比率 (合計 電力 消費 量 に 占め る 再 エ ネ 電 





9 調達 金額 に よる カバ ー 率 を 測定 する 場合 、 企 業 は 、 要 件 C23 を 満た し て いる こと を 証明 する た め に 、 サプライヤー や 顧 
客 の 目標 だ け で 、 あ る い は 他 の スコ ー プ 3 の 目標 と 合わ せ て 、 そ の 調達 金額 に よる 排出 量 カバ ー 率 を 推定 し 、 そ の 推定 
値 を 審査 の た め に 提供 する 必要 が あり ます 。 

3 2022 年 前 半 に 正式 な 審査 の た め に 提出 され た 目標 に つい て は 、 有 効 な 目標 年 は 2026 年 まで と な り ま す 。2022 年 後 
半 に 提出 され た 目標 に つい て は 、 有 効 な 目標 年 は 2027 年 まで と な り ま す 。 
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力量 の 比率 )80%、2030 年 まで に 100% を 閣 値 と し て いま す 。 これ ら の 閣 値 以上 に すでに 再 エ ネ 電 
力 を 使っ て いる 企業 が 認定 され る た め に は 、 そ の 水準 を 維持 な いし は 向上 させ る と する こと が 必須 
で す (shall)。 


R8 一 購入 し た 熱 と 蒸気 : 部 門別 脱 炭 素 化 アプ ロー チ (SDA, Sectoral Decarbonization Approach) 
を 用 いて 科学 に 基づく 目標 を モデ ル 化 する 場合 に は 、 企 業 は 購入 し た 熱 と 蒸気 に 関係 する 排出 に 
つい て 、 直 接 ( つ まり 、 ス コー プ 1) 排出 の 一 部 と みな し て モデ ル 化 する こと が 推奨 され て いま す 。 


R9 一 目標 の モデ ル 化 の 際 の 効率 化 の 考慮 : 特定 の セク ター、 市 場 、1.5 て シナ リオ に 基づく 電力 セ 
クタ ー の 脱 炭 素 化 予測 に よる 効率 向上 を 前 提 と し な い 方 法 を 用 いて いる 場合 、 こ れ ら の 要素 を 電力 
関連 の スコ ー プ 2 目標 の モデ ル 化 の 際 に は 考慮 する こと が 推奨 され て いま す 。 


バリ ュー チェ ー ン を 超え た 緩和 

R10 一 バリ ュー チェ ー ン を 超え た 緩和 : 企業 は 、 自 ら の 短期 ・ 長 期 SBT 目標 に 加え て 、 自ら の バリ 
ュー チェ ー ン 外 に お ける GHG 排出 削減 の た め の 行動 や 投資 を すべ き で す 。 例え ば 、 企 業 は 、 気 候 
へ の 定量 化 可能 な 便益 を も た ら す プロ ジェ クト 、 プ ログ ラム 、 ソ リュ ーション 、 特に 人 や 自然 へ の 追加 
的 な コ ベ ネフ ィ ッ ト ( 相 乗 利 益 ) を 生み 出す も の を 毎年 支援 する こと が で きる で し ょ う 。 企業 は 、 今 後 
の ガイ ダン ス を 待っ て 、 そ れ ら の 行動 の 性 質 と 規模 に つい て 毎年 報告 する こと が 必要 で す 。 





中 和 

C28 一 ネッ ト ゼ ロ に する た め の 残 余 排出 の 中 和 : 企業 は 、 長 期 SBT 目標 を 達成 し た 際 に 、 そ し て 
それ 以降 に つい て 、 残 る 未 削減 の 排出 量 の 影響 を 相殺 する た め に 、 大気 中 か ら 炭 素 を 除去 し 、 永 
続 的 に 貯蔵 し な けれ ば な り ま せん (shall)。 

R11 一 中 和 の マイ ルス トー ン : 企業 は 、 ネ ッ ト ゼ ロ 時 点 に お いて 未 削減 の 排出 量 を 中 和 す る と いう 
コミ ッ ト メ ント の 信頼 性 を 示す 、 マ イル スト ー ン (道程 ) の 計画 や 近い 将来 の 投資 な どの 情報 を 開示 す 
べき で す 。 


目標 の 策定 


C29 一 目標 の 策定 : 企業 は 、 ネ ッ ト ゼ ロロ 目標 に つい て 公開 し た 形 に て 設定 し 、 そ の 目標 の 各 構 成 
要素 (以下 (a)~ て (c) を 含む ) を 明確 か つ 透 明 性 を 持っ て 伝え な けれ ば な り ま せん (shall)。 (a) ネッ ト ゼ 
口 目標 年 、(b) 短期 お よび 長期 の SBT で 達成 され る 排出 削減 量 の 大 き さ 、(c) 基準 年 。 
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報告 、 再 計算 、 目 標 の 妥当 性 (validity) 
報告 


C30 一 頻度 : 企業 は 全社 的 な GHG 排出 量 イ ン ベ ン トリ と 公開 され た 目標 の 達成 度 に つい て 、 年 
に 1 度 必ず 公表 し な けれ ば な り ま せん (shall)。 


C31 一 報告 の 完全 性 : 企業 は 、 現行 の SBTi 要件 に て 規定 され て いる よう に 、 毎年 の GHG イン ベ 
ント リ で 排出 量 と 除去 量 を 個別 に 報告 する こと を 含め 、 認定 され た 目標 に 対す る 進捗 状況 に 関す る 
情報 を 公 に 報告 し な けれ ば な り ま せん (shall)。 


R12 一 開示 の 場所 : イン ベン トリ や 公表 され た 目標 に 対す る 進捗 状況 を どこ で 開示 する か に つい 
て は 、 一 般 に 公開 され て いる 限り 、 特に 要求 事項 は あり ませ ん 。 SBTi は 、CDP の 気候 変動 質問 書 
の よう に 、 標 準 化 さ れ た 比較 可能 な デー タプ ラッ ト フ ォ ー ム を 通じ た 開示 を 推奨 し て いま す が 、 年 次 
報告 書 、 サ ステ ナビ リティ レポ ー ト 、 企業 の ウェ ブサ イト で も 構い ませ ん 。 


再 計算 と 目標 の 妥当 性 (validity) 


C32 一 必須 の 目標 再 計 算 : 最新 の 気候 科学 と 最新 の SBTi 要件 と の 整合 を 保証 する た め に 、 目 
標 に つい て は 最低 で も 5 年 ご と に 見 直し 、 必 要 が あれ ば 再 計 算 、 再 審査 を 受け る こと が 必須 で す 
(must)。 2020 年 以前 に (訳注 : 短期 ) 目 標 の 認定 を 受け た 企業 に つい て は 、2025 年 まで に は 、 必 
ず 目 標 の 見 直し を し (must)、 そ し て 必要 な 場合 再 計算 を し て 再審 査 を 受け る の が 必須 (must) で す 。 
すでに 認定 を 受け た 目標 を 持っ て いる 企業 は 、 再 計算 が 必要 な 場合 、 提 出 時 に 適用 され る 最新 の 
要件 に 従う こと が 必須 で す (must)。 


C33 一 目標 の 再 計算 が 必要 と な る 状況 : 目標 は 、 既 存 の 目標 の 妥当 性 と 整合 性 を 損なう 可能 性 
の ある 重大 な 変化 を 反映 し て 、 必 要 に 応じ て 再 計算 され る べき で す (shall)。 以下 の よう な 変更 が あ 
っ た 場合 、 目 標 の 再 計算 を 行う べき で す (shall)。 


e スコ ー プ 3 排出 量 が 、 ス コー プ 1、2、3 の 合計 排出 量 の 4096 以 上 と な っ た 場合 (本 要件 は 
短期 SBT の み に 適 用 され ます ) 

e イン ベン トリ や 目標 の バウ ンダ リ か ら の 除外 項目 の 排出 量 が 大 きく 変化 し た 場合 

e 企業 構造 や 活動 が 大 きく 変化 し た 場合 (買収 、 事 業 分 離 、 合 併 、 外 部 委託 (アウ ト ソ ー シ ン グ ) 
や その 逆 の イン ソー シン グ 、 商 品 ま た は 提供 する サー ビス の シフ ト な ど ) 

e 基準 年 イン ベン トリ に 大 幅 な 調整 事項 が あっ た 場合 、 ま た は 成長 予測 な どの 目標 設定 の た 
め の デ ー タ に 大 幅 な 変更 が あっ た 場合 ( 例 : 重 大 な 誤り 、 ま た は 集合 的 に 重大 な 誤り と な る 
多数 の 只 積 的 誤り の 発見 ) 

es その 他 、 科 学 に 基づく 目標 (SBT) 設 定 に 用 いた 予測 ・ 前 提 条 件 に 大 き な 変 更 が あっ た 場合 。 


C34 一 目標 の 妥当 性 (validity): 目標 が 認定 を 受け た 企業 は 、 認 定 日 か ら 6 か 月 以内 に 目標 を 公 
表す る こと が 必須 で す (must)。6 カ月 以上 公表 され な か っ た 目標 に つい て は 、SBTi と の 間 で 記録 の 
残る 形 で 異な る 公表 期日 の 合意 が ある 場合 を 除い て 、 再 度 認定 プロ セス を 経る こと が 必須 で す 
(must)。 
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R13 一 目標 関連 予測 の 妥当 性 (validity): SBTi は 、 企業 が 年 に 1 度 は 目標 に 関連 する 予測 の 妥 
当 性 を 確認 する こと を 推奨 し て いま す 。 企業 は 、 適 切 と 判断 され る 場合 、 重 大 な 変化 が あれ ば SBTi 
に それ を 知ら せ 、 そ の 重大 な 変化 を 公表 し な けれ ば な り ま せん 。 





セク ター 別 ガ イダ ンス 

C35 一 セク ター 別 ガ イダ ンス に よる 要求 事項 : 企業 は 、 セ クタ ー 別 ガイ ダン ス が 公開 され て か ら 遅 く 
と も 6 か 月 経過 後に つい て は 、 該 当 す る セク ター 別 手 法 や ガイ ダン ス に 示さ れ た 目標 設定 の 際 の 要 
求 事項 や 最低 限 の 削減 水準 に つい て 、 必 ず 遵 守 し な く て は な り ま せん (must)。 セク ター 別 ガ イダ ン 
ス と 要求 事項 の 一 覧 に つい て は 、 下 記 (「 長期 SBT に つい て の セク ター 別 ガ イダ ンス 」) 、 そ し て 目標 
審査 プロ トコ ル と 企業 マニ ュ ア ル に 記載 が あり ます 。 


化石 燃料 の 販売 や 流通 、 そ の 他 の 事業 


C36 - 化石 燃料 の 生産 事業 を 行っ て いる 企業 、 ま た は 化石 燃料 の ビジ ネス ライ ン か ら 大 き な 収 益 を 
得 て い る 企業 : 石油 、 天 然 ガ ス 、 石 炭 、 そ の 他 の 化石 燃料 の 探査 、 抽 出 、 採 掘 、 そ し て / ま た は 生産 
を 行っ て いる 企業 は 、 こ れ ら の 活動 か ら 得 られ る 売上 の 割合 に か か わら ず 、 現 時 点 で は 目標 の 審 
査 を 受け る こと が で きま せん 。 売上 の 50% 以 上 を 化石 燃料 か ら 得 て い る 企業 は 、 現 時 点 で は 目標 
の 審査 を 受け る こと が で きず 、 該 当 セ クタ ー の 方 法論 が 公表 され た 後 は 、 そ れ に 沿う こと が 必須 で 
す (must)。 

C37 一 石油 、 天 然 ガ ス 、 石 炭 、 そ の 他 化 石 燃料 の 販売 、 輸 送 、 流 通 : 天然 ガス や 他 の 化石 燃料 製 
品 の 販売 、 輸 送 、 流 通 を 行う 企業 は 、 ス コー プ 3 の 「 販 売 し た 製品 の 使用 」 カ テ ゴ リ に つい て 、 最 低 
で も 産業 革命 前 か ら の 気温 上 昇 を 1.5C に 抑え る の に 必要 な 脱 炭 素 化 水準 に 整合 する 排出 削減 目 
標 を 必ず 設定 し な く て は な り ま せん (shall)。 C23 に 説明 の ある 顧客 エン ゲー ジメント 目標 は 、 本 要件 
と し て は 認め られ ませ ん 。 化石 燃料 活動 の ある 企業 に つい て の 50% の 売上 比率 閣 値 に つい て は 、 
C36 に 詳細 な ガイ ダン ス の 記載 が あり ます 。 
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長期 SBT に つい て の セク ター 別 ガ イダ ンス 


現在 、 多く の セク ター に つい て 、 セ クタ ー 別 の ガイ ダン ス や 手法 が 存在 し ます 。 利用 可能 に な っ た す 
べ て の 新しい セク ター 別 ガ イダ ンス は 、SBTi ウェ ブサ イト の セク ター 開発 状況 ペー ジ に アッ プロ ー ド 
され ます 。 SBTi に は 、 目標 設 定 方 法 の 使用 と 最低 目標 水準 に つい て 、 セ クタ ー 別 の 要求 事項 が あ 


り ま す 。 


Table 7 長 薄 SB7 に つい て の を クター 丸 放 アダ ンス 


























セク ター 適用 可能 な 手法 ガイ ダン ス / 留 意 事項 
衣料 品 ・ 靴 " 他 の 全 セ クタ ー "を ご 覧 くだ さい 。 衣料 品 ・ 靴 セク ター に つい て は 、 任 意 の ガ 
イダ ンス が 利用 可能 で す 。 
建物 長期 SBT を 設定 する 場合 、 本 セク ター の | 目標 設定 を 希望 する 不動 産 投資 信託 
企業 は 、 住 宅 用 建築 物 の 軌道 、 商 用 建 | (REIT) に つい て は 、 モ ー ゲ ー ジ ベー ス の 
築 物 の 軌道 、 ま た は セク ター に 関わ ら ず | REIT か エク イ テ ィ ベー ス の REIT か を 特 
利用 で きる 軌道 (総量 目標 の み ) を 用 い | 定 する 必要 が あり ます (must)。 エク イ テ ィ 
て 、 総 量 目標 また は 原 単位 目標 を 設定 す | ベ ペース の REIT は 、 一 般 的 セク ター の 目 
る こと が 推奨 され て いま す 。 庁 審 査 ル ー ト を 利用 し な けれ ば な り ま せ 
ん (must)。 モー ゲー ジ ベ ー ス の REIT 
は 、SBT を 設定 する た め に 、 金 融 機関 の 
ガイ ダン ス を 利用 し な けれ ば な り ま せん 
(must)。 
SBTi は 、 建 造 環 境 (built environment) の 
企業 や セク ター に つい て の ガイ ダン ス 開 
発 に つい て 、 プ ロジ ェクト の 設計 段階 に あ 
り ま す 。 
セメント 長期 SBT を 設定 する 際 に は 、 セ メン ト セ | SBTi は 、 セ メン ト セ クタ ー の 企業 に つい て 
クタ ー 軌 道 、 ま た は セク ター 関係 な く 利 用 | の ガイ ダン ス 開 発 に つい て 、 プ ロジ ェクト 
で きる 軌道 (総量 目標 の み ) を 用 いて 、 総 | の 設計 段階 に あり ます 。 
量 目標 また は 原 単位 目標 を 設定 する こと 
が 推奨 され て いま す 。 
化学 " 他 の 全 セ クタ ー "を ご 覧 くだ さい 。 SBTi は 、 化学 セク ター の 企業 に つい て の 
ガイ ダン ス 開 発 に つい て 、 プ ロジ ェクト の 
設計 段階 に あり ます 。 
金融 機関 SBTi は 、 金 融 機関 向け の ネッ ト ゼ ロ 基 準 | SBTi で は 、 金 融 機関 を 、 そ の 中 核 的 機能 
を 策定 中 で あり 、 ガ イダ ンス が 完成 する | の 一 部 と し て 投資 活動 を 行っ て いる 企業 
前 に この セク ター の 目標 を 審査 する こと | と 定義 し て いま す 。 こ れ に は 以下 の も の 
は で きま せん 。 が 含ま れ ま す が 、 こ れ ら に 限定 され る も の 
で は あり ませ ん 。 
1. アセ ッ ト マ ネー ジャ ー/ ア セッ ト オ 
ー ナ ー 
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SCIENCE 
BASED 8 Sa United Nations ペペ 
eogrs 。 NNCDP OO SateaNeton 8 Rs 
DRIVING AMBITIOUS CORPORATE CLIMATE ACTION WWF 
2. リテール ・ 商 業 銀 行 業 務 
3. 保険 会 社 (保険 会 社 ( ア セッ トマ 
ネー ジャ ー 機 能 を 持つ 場合 ) 
4. モー ゲー ジ 不 動産 投資 信託 
(REITs) 
な お 、 企 業 の 売上 の 5% 以上 が 上 記 の よ 
うな 活動 に に る も の で あれ ば 、 そ の 企業 
は 金融 機関 と みな され ます 。 
森林 、 土 地 利用 & | 一 部 の 企業 は 、 他 の すべ て の 排出 量 を カ | FLAG セク ター ガイ ダン ス は 、2022 年 3 
農業 (FLAG) バー する SBT と は 別に 、FLAG 目標 を 設 | 月 に 最終 決定 され る 予定 で す 。 
定 する 必要 と な る 予定 で す (will be 
required)。 FLAG 目標 は 、FLAG セク タ 
一 軌道 (総量 目標 ) また は コモ ディ ティ 軌 
道 ( 原 単位 目標 ) を 使用 し な けれ ば な り ま 
せん (must)。 
牛肉 、 乳 製品 、 豚 肉 、 鶏 肉 、 丸 太 、 米 、 大 
豆 、 パ ー ム 油 、 ト ウ モ ロコ シ 、 小麦 の 各 コ 
モデ ィ テ ィ 軌 道 を 用 意 す る 予定 で す 。 林 
業 ・ 木 材 会 社 は 、 丸 太 に つい て は 原 単 位 
収束 法 の 使用 が 義務 付け られ る 予定 で 
す (will be required)。 
化石 燃料 販売 / 輸 | 主要 セク ター の ガイ ダン ス に 加え て 、 ス コ | 企業 は スコ ー プ 3 カテ ゴリ 11 に つい て 、 
送 / 流 通 1? ー プ 3 の カテ ゴリ ー11「 販 売 さ れ た 製品 | それ が スコ ー プ 1, 2, 3 排出 に 占め る 割 
の 使用 」 の 排出 量 に つい て も 、 総 量 同率 | 合 に 関わ ら ず 、 目 標 設定 を 必ず 行わ な け 
削減 を 用 いて スコ ー プ 3 目標 を 設定 する | れ ば な り ま せん (must)。 個別 の スコ ー プ 3 
必要 が あり ます (must)。 目標 の 設定 が 必要 と な る 場合 も あり ま 
す 。 
情報 通信 技術 " 他 の 全 セ クタ ー "を ご 覧 くだ さい 。 ICT セク ター の 企業 に 対し て は 、 任意 の 
(ICT) プ ロバ イダ ガイ ダン ス が 利用 可能 で す 。 
鉄鋼 長期 SBT を 設定 する 際 に は 、 本 セク ター | SBTi は 、 鉄鋼 セク ター の 企業 に つい て の 
に 属す る 企業 は 、 鉄鋼 セク ター の 軌道 ま | ガイ ダン ス 開 発 に つい て は 、 プ ロジ ェクト 
た は 全 セ クタ ーー 共通 の 軌道 (総量 の み ) を | の 設計 段階 に あり ます 。 
用 いて 、 総量 な いし は 原 単 位 目標 を 設定 
する こと が 推奨 され て いま す 。 
石油 ・ ガ ス SBTi は 石油 ・ ガ ス セ クタ ー の 企業 に 向け | SBTi に よる 目標 審査 に お いて は 、「 石 








た 目標 設定 手法 を 開発 中 で あり 、 本 セク 
ター に つい て は ガイ ダン ス が 完成 する ま 
で 目標 の 審査 は で きま せん 。 





油 ・ ガ ス 」 に は 、 統合 石油 ・ ガ ス 会 社 、 統 合 
ガス 会 社 、 探 鉱 ・ 生 産 会 社 、 精 製 ・ 販 売 会 
社 、 石 油 製品 販売 会 社 、 ガ ス 販 売 会 社 、 
ガス 小売 会 社 が 含ま れ ま す が 、 こ れ ら に 








1 この 情報 は 、 化 石 燃 料 の 販売 、 輸 送 、 流 通 か ら の 売上 が 50% 未 満 の 企業 に の み 適 用 され ます 。 これ ら の 活動 か ら の 
収益 が 509% 以 上 の 企業 に つい て は 、 上 記 の 「 石 油 ・ ガ ス 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
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SCIENCE ぐ 
BASED と SR Uni . %. の 
TARGETS cpP W Global Compaot RS Wsouncrs 
DRIVING AMBITIOUS CORPORATE CLIMATE ACTION WWF 
限定 され る も の で は あり ませ ん 。 
SBTi は 、 企業 が SBTi 審査 の 除 に 石油 ・ 
ガス 企業 に 分 類 さ れる か どう か を ケー ス 
バイ ケー ス で 評価 し 、 分 類 さ れる 場合 は 、 
SBTi の 石油 ・ ガ ス 部 門 の 開発 が 完了 す 
る まで 審査 を 進め な い 権 利 を 留保 し ま 
す 。 
発電 「 電 気 事業 者 向け ガイ ダン ス 」 に て 規定 さ | スコ ー プ 3 の 排出 量 が 全体 の 40% 以 上 
れ て いる よう に 、 発 電 事 業者 は 原 単位 収 | を 占め る 電力 部 門 の 企業 は 、 ス コー プ 1 
東 法 を 使用 し な けれ ば な り ま せん の 発電 を 対象 と し た 目標 に 加え 、 す べ て 
(must)。 の 販売 電力 (スコ ー プ 3 の カテ ゴリ ー3 の 
購入 電力 お よび 再販 売 電力 を 含む ) を 対 
象 と し た 原 単位 目標 を 設定 し な けれ ば な 
り ま せん (must)。 
本 セク ター の 企業 に つい て は 、2040 年 以 
前 に ネッ ト ゼ ロ に 達する こと が 必須 で す 
(must)。 
輸送 サー ビス ( 航 | 長期 SBT を 設定 する 際 に 、 こ れ ら の セク | SDA 輸送 ツー ル が 対象 と する すべ て の 
空 / 船舶 / トラ ッ ク / | ター の 企業 は 、 航 空 軌道 、 海 上 輸送 軌 | 輸送 サブ セク ター の 説明 や 、 輸 送 活動 の 
自動 車 ) 道 、 ま た は 全 セ クタ ーー 共通 の 軌道 (総量 | 目標 設定 に 関す る ベス ト プ ラ クティ ス に つ 
目標 の み ) を 用 いて 、 総 量 目標 また は 原 | いて は 、SBTi 輸送 ガイ ダン ス を 参照 し て 
単位 目標 を 設定 する こと が 推奨 され ま | くだ さい 。 
す 。 目標 の バウ ンダ リ は 、SBTi の 輸送 セ 
クタ ーー 資料 に て 指定 され て いる よう に 、| Me/-7o-W7ee/ バウン ダリ ( 庫 送 サー ビズ 
Well-to-Wheel 排出 (WTW) を カバ ー し な | と 与 動 刻 契 遊 美 者 'OEW 含 の /: 
けれ ば な り ま せん (must)。 
輸送 関連 の 排出 量 の 目標 を 設定 し て いる 
企業 は 、 航 空 セ クタ ー の 軌道 を 使用 し て 、| 企業 は 、 パ ワー トレ イン 技術 の 変化 な ど 
スコ ー プ 3 カテ ゴリ ー6( 出 張 ) を カバ ー す | に よる タン ク ・ ト ゥ ・ ホ イー ル (TTW) と ウェ 
る 原 単位 目標 を 設定 する こと は で きま せ | ル ・ ト ゥ ・ タ ンク (WTT) 間 の 排出 量 の 変化 
ん 。 を 正確 に 把握 する た め に 、 ウ ェ ル ・ ト ゥ ・ ホ 
イー ル 排 出 量 (WTW) を 目標 バウ ンダ リ 
輸送 (自動 車 製造 に 含め る べき で す 。 
業者 / 相 手先 商標 
製品 メー カー テス / と 宇 攻 放 碑 の 婦 ( 巨 量 衣 奏 遊 差 
(OEM) ) 斉 (OEM 含 の /: 
自動 車 メ ー カ ー(OEM 含む ) は 、 製品 の 
使用 段階 に お ける 基準 年 の 排出 量 を 、 世 
界 標準 規格 ( 例 :Worldwide Harmonized 
Light Vehicle Test Procedure -WLTP) 
が 利用 で きる 場合 は それ を 用 いて 実際 の 
排出 量 に 変換 し な けれ ば な り ま せん 
(must)。 特定 の 車種 に つい て 正規 の 試験 
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SCIENCE 
BASED トト ) いく United Nations ペペ 
TARGETS "CDP ®, Global Compact NS NESOURCES 
DRIVING AMBITIOUS CORPORATE CLIMATE ACTION WWF 
方 法 が な い 場 合 、 企 業 は 、 燃料 消費 に 特 
化し た デュ ー テ ィ ー サ イク ル に 基づく 独自 
の 推定 値 プ ノン シミ ュ レ ーション を SBTi に 提 
示し 、 そ の 正当 性 を 主張 する よう 求め られ 
ます 。 
他 の 全 セ クタ ー 長期 SBT を 設定 する 場合 、 他 の すべ て | 企業 は 、GHG プロ トコ ル の ガイ ダン ス が 





の セク ター の 企業 は 、 全 セク ター を 対象 と 
する 軌道 を 用 いて 総量 目標 を 設定 する こ 
と が 推奨 され て いま す 。 排出 量 が 割り 当 
て られ て いる セク ター に つい て は 、 セ クタ 
ー 別 の 総量 また は 原 単位 目標 を 設定 す 
る こと が 可能 で す 。 





ある 場合 に は 、 そ れ に 従っ て 排出 量 を 関 
連 す る 活動 に 割り 当て る べき で す 。 スコ ー 
プ 1, 2 また は 3 の 排出 量 に つい て 、 セク 
ター 固有 の 軌道 (例え ば 鉄鋼 生産 な ど ) を 
持つ 活動 に 割り 当て られ る 分 に つい て 
は 、 セ クタ ー 固 有 の 総量 また は 原 単 位 目 
標 に て 設定 が で きま す が 、 こ れ は スコ ー 
プ 3 上 流 カ テ ゴ リ の うち 供給 サイ ド の 削減 
が 重要 で ある も の の 軌道 に は 反映 され て 
いな い 場 合 を 除き ます 。 


日 本 語 翻 訳 担 当 :CDP Worldwide-Japan 高瀬 香 絵 、 原 田 卓哉 、 河 村 渉 
(翻訳 バー ジョ ン 初版 :2021 年 12 月 14 日 版 ) 
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